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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
 

回次
第46期

第１四半期連結
累計期間

第47期
第１四半期連結
累計期間

第46期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 656,603 316,473 2,266,541

経常利益又は経常損失(△) (千円) 150,360 △7,840 372,652

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益又は親会社株主に帰属
する四半期純損失(△)

(千円) 132,140 △11,149 336,016

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 131,792 △8,651 347,842

純資産額 (千円) 1,360,818 1,567,866 1,576,518

総資産額 (千円) 2,573,604 2,541,906 2,725,752

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失
(△)

(円) 9.65 △0.81 24.53

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 52.9 61.7 57.8
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第46期第１四半期連結累計期間及び第46期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

第47期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失(△)」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当社グループは、前期において４期ぶりに営業利益を計上したものの、経常的な営業損失の計上に加え、売上高も

減少傾向で推移していたことから、継続企業の前提に関する重要事象等が存在しております。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融政策の継続により、企業収益も

総じて改善傾向となるなど、緩やかな回復基調となりましたが、消費税増税や円安に伴う物価上昇に加え、中国経

済の減速懸念など、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

当業界におきましては、光ディスク関連は、昨年好調であった設備投資は一段落の状況となったものの、４Ｋテ

レビやアーカイブ用途の設備投資は活発な動きが見え始め、自動車関連は引き続き積極的な設備投資を維持してお

り、総じて良好な受注環境で推移いたしました。

このような状況のなかで当社グループは、受注確保に向けて国内外への販路の拡大や、顧客との接触機会を増加

させる活動を行うとともに、更なる原価の低減に注力いたしました。

ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置につきましては、新たな海外代理店の選定を行うとともに、国内外の展示会

への出展、顧客訪問によるデモンストレーションの実施、大学や研究機関への装置貸出し、学会での講演など、活

発な販促活動を展開した結果、引合い登録数は大幅に増加するなど、概ね良好に推移いたしました。

光ディスク関連機器・装置につきましては、４Ｋテレビやアーカイブ用途の引合いが増加しているものの、特需

がなくなったことにより前年同期比では大幅な減収となりました。

３Ｄスキャナ関連およびヘルスケア関連につきましては、概ね計画どおりの推移となりました。

以上の結果、受注高は５億40百万円（前年同期比13.9％減）、売上高は３億16百万円（前年同期比51.8％減）と

なりました。

損益面につきましては、13百万円の営業損失（前年同期は１億39百万円の利益）、７百万円の経常損失（前年同

期は１億50百万円の利益）、11百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失（前年同期は１億32百万円の利益）と

なりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて１億83百万円減少し、25億41百万円

となりました。これは主に、仕掛品が70百万円増加し、現金及び預金が２億55百万円減少したことによるものであ

ります。

負債は、前連結会計年度末と比べて１億75百万円減少し、９億74百万円となりました。これは主に、短期借入金

が１億円、賞与引当金が55百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比べて８百万円減少し、15億67百万円となりました。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は10百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(4) 生産、受注及び販売の実績

　① 生産実績

当第１四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりであります。

生産高（千円） 前年同四半期比（％）

493,513 72.7
 

（注）生産高は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
　

　② 受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりであります。

受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

540,679 86.1 749,914 91.3
 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　③ 販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

販売高（千円） 前年同四半期比（％）

316,473 48.2
 

（注）１． 主な相手先別販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日
　　至　平成26年６月30日）

（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年６月30日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

Singulus Technologies AG 405,664 61.8 1,021 0.3
 

 ２． 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 
(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6) 事業等のリスクに記載した重要事象等を解消し、又は改善するための対応策

当社グループは、前期において４期ぶりに営業利益を計上したものの、経常的な営業損失の計上に加え、売上高

も減少傾向で推移していたことから、継続企業の前提に関する重要事象等が存在しております。

四半期連結財務諸表提出会社である当社は、このような状況を早期に解消するため、次の対策を実施してまいり

ます。

　

① 受注の確保に向けた取組み

引合い案件を倍増させる活動に取組むとともに、既存顧客への深耕営業を徹底し、売れ筋製品に的を絞った営

業展開を進めてまいります。ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置は、全社をあげて販売活動に取組むとともに、

自社製品を活用した付加価値の高い計測サービスや受託実験も積極的に受注してまいります。

② 材料費及び外注費の低減

作りやすさを追究した設計を徹底し、使用部品の変更や購入方法の見直しを行うなど、引き続きあらゆる面か

らコストダウンに取組んでまいります。

③ 新規事業の早期立上げと新製品の早期市場投入

ヘルスケア関連など、今後の成長が見込める分野へは積極的に経営資源を投入し、大学や研究機関との連携に

より、早期の事業化に注力してまいります。また、当連結会計年度には、「医療機器の品質マネジメントシステ

ムに関する国際規格（ISO13485）の認証を取得する予定であり、医療機器の受託開発から生産に至るまでの体制

をさらに強化することにより、既存顧客の信頼を高めるとともに新規顧客の獲得に注力してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,934,592 13,934,592
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株

計 13,934,592 13,934,592 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月30日 ─ 13,934,592 ─ 1,491,375 ─ 1,099,653
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式   239,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,440,000 13,440 ―

単元未満株式 普通株式   255,592 ― ―

発行済株式総数 13,934,592 ― ―

総株主の議決権 ― 13,440 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ1,000株(議決権１個)及び145株含まれております。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式683株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
細江町中川7000-35

239,000 ― 239,000 1.72

計 ― 239,000 ― 239,000 1.72
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ときわ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

 7/17



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 906,349 650,717

  受取手形及び売掛金 535,560 537,498

  仕掛品 283,877 354,280

  原材料及び貯蔵品 72,793 72,725

  その他 24,694 23,770

  流動資産合計 1,823,275 1,638,992

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 300,756 301,154

   その他（純額） 316,055 316,957

   有形固定資産合計 616,812 618,112

  無形固定資産 10,598 8,035

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 330,166 326,664

   貸倒引当金 △55,100 △49,900

   投資その他の資産合計 275,066 276,764

  固定資産合計 902,477 902,913

 資産合計 2,725,752 2,541,906

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 102,477 137,669

  短期借入金 100,000 -

  1年内返済予定の長期借入金 157,812 165,362

  未払法人税等 41,298 2,476

  賞与引当金 55,664 -

  その他 174,918 128,146

  流動負債合計 632,171 433,654

 固定負債   

  長期借入金 104,556 116,553

  退職給付に係る負債 411,557 422,953

  その他 949 878

  固定負債合計 517,062 540,385

 負債合計 1,149,233 974,039
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,491,375 1,491,375

  資本剰余金 1,099,653 1,099,653

  利益剰余金 △862,110 △873,260

  自己株式 △164,288 △164,288

  株主資本合計 1,564,629 1,553,479

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 7,367 8,767

  為替換算調整勘定 4,521 5,619

  その他の包括利益累計額合計 11,888 14,387

 純資産合計 1,576,518 1,567,866

負債純資産合計 2,725,752 2,541,906
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 656,603 316,473

売上原価 334,395 160,150

売上総利益 322,208 156,323

販売費及び一般管理費 182,291 169,441

営業利益又は営業損失（△） 139,916 △13,118

営業外収益   

 受取利息及び配当金 405 432

 為替差益 - 901

 売電収入 - 290

 貸倒引当金戻入額 14,301 5,200

 その他 2,048 276

 営業外収益合計 16,756 7,101

営業外費用   

 支払利息 1,639 1,032

 為替差損 4,672 -

 売電費用 - 790

 営業外費用合計 6,312 1,822

経常利益又は経常損失（△） 150,360 △7,840

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

150,360 △7,840

法人税等 18,220 3,309

四半期純利益又は四半期純損失（△） 132,140 △11,149

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

132,140 △11,149
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 132,140 △11,149

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 375 1,400

 為替換算調整勘定 △722 1,098

 その他の包括利益合計 △347 2,498

四半期包括利益 131,792 △8,651

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 131,792 △8,651

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
 

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

11/17



【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

当社グループは、前期において４期ぶりに営業利益を計上したものの、経常的な営業損失の計上に加え、売上高

も減少傾向で推移していたことから、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

四半期連結財務諸表提出会社である当社は、このような状況を早期に解消するため、次の対策を実施してまいり

ます。

(1) 受注の確保に向けた取組み

引合い案件を倍増させる活動に取組むとともに、既存顧客への深耕営業を徹底し、売れ筋製品に的を絞った営

業展開を進めてまいります。ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置は、全社をあげて販売活動に取組むとともに、

自社製品を活用した付加価値の高い計測サービスや受託実験も積極的に受注してまいります。

(2) 材料費及び外注費の低減

作りやすさを追究した設計を徹底し、使用部品の変更や購入方法の見直しを行うなど、引き続きあらゆる面か

らコストダウンに取組んでまいります。

(3) 新規事業の早期立上げと新製品の早期市場投入

ヘルスケア関連など、今後の成長が見込める分野へは積極的に経営資源を投入し、大学や研究機関との連携に

より、早期の事業化に注力してまいります。また、当連結会計年度には、「医療機器の品質マネジメントシステ

ムに関する国際規格（ISO13485）の認証を取得する予定であり、医療機器の受託開発から生産に至るまでの体制

をさらに強化することにより、既存顧客の信頼を高めるとともに新規顧客の獲得に注力してまいります。

 
しかしながら、これら上記対策の実現および効果は実施途上であることに加え、先行き不透明な状況下であり、

今後の経済情勢の変化や国内外の市場動向によっては業績悪化も予想されることから、現時点では継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められます。

なお、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の

影響を四半期連結財務諸表に反映させておりません。

 
(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。　
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 

 
    前第１四半期連結累計期間
    (自 平成26年４月１日
    至 平成26年６月30日)

    当第１四半期連結累計期間
    (自 平成27年４月１日
    至 平成27年６月30日)

減価償却費 14,719千円 15,493千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

当社グループの事業セグメントは、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

  当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

当社グループの事業セグメントは、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)(円)

9.65 △0.81

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

132,140 △11,149

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又は
普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失(△)
(千円)

132,140 △11,149

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,696 13,694
 

(注)　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成27年８月６日

パルステック工業株式会社

取締役会  御中

ときわ監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   松島　達也   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   鈴木　啓市   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパルステック工

業株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日

から平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
強調事項

　継続企業の前提に関する事項の注記に記載されているとおり、会社は前期において４期ぶりに営業利益を計上したも

のの、経常的な営業損失の計上に加え、売上高も減少傾向で推移していたことから、継続企業の前提に重要な疑義を生

じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状

況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は

継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半期連結財務諸表に反映されていない。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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